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要旨 

スマートフォンの普及など、インターネット利用者は世界中で急速に増え続けています．そのような中でWebアプ
リケーションの重要性は増すばかりです．Webアプリケーションは旧来の画面遷移型のアプリケーションから一般
的なイベント駆動型のアプリケーションに変わりつつあります．この時のクライアントサイドの技術をフロントエ
ンド・エンジニアリングと呼び、近年その重要性が急速に高くなっています．その中でも中心的な役割を果たす技
術がHTML5であり、過渡期の現在では jQueryなどのライブラリになります．これらフロントエンド・エンジニア
リングの現在について報告します． 

1. はじめに 

ブラウザ上で動作するアプリケーションをWebアプリケーションといいます．Webアプリケーション

はインターネットの歴史・進化と共に発展してきました．初期のWebアプリケーションでは企業データ

を確実に永続化するための技術、主にデータベースの技術とトランザクションを確保しデータを保存す

るためのサーバーサイドの技術が中心となって発展してきました． 

現在のWebアプリケーションはブラウザの発展のみならず、スマートフォンの台頭やHTML5による

次世代のWeb標準の策定などの動きからクライアントサイドの比重が高くなっています．クライアント

サイドの技術をフロントエンド・エンジニアリングといい近年急速に需要が拡大しています．本稿では

フロントエンド・エンジニアリングの現在について説明します． 

2. Webアプリケーションの変遷 

初期のWebアプリケーションの原理は簡単なものでリクエストとレスポンスの繰り返しで成り立って

いました． 

 

図 2-1初期のWebアプリケーション 

 時代の要請とともにWebアプリケーションは進化し、いくつかの形を経て次のようなスタイルになりつつありま

す． 
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図 2-2現在のWebアプリケーション 

3. フロントエンド・エンジニアリングとは 

 現在のWebアプリケーションではデータのやり取りは非同期通信であるAjaxを利用たりまたWebソケットを利

用して通信を行います．またデータは JSON形式やXML形式で送信するため、サーバーサイドではデータを受け、

保存、更新、削除を行うプログラムのみ必要になり、以前のような画面遷移と言った概念がなくなりつつあります． 

 逆にクライアントサイドの比重が高くなり、通常のアプリケーションと同等のイベント駆動型のアプリケーショ

ンを作成することが求められるようになってきました．このクライアントサイドでの技術及び体系のことをフロン

トエンド・エンジニアリングと呼びます． 

4. 現在のフロントエンド・エンジニアリング 

 現在は過渡期で 2014年より長らくバージョン 4であったHTMLが次世代のバージョンHTML5に切り替わる過

程にあります．現在ではHTML、JavaScript、CSSといったクライアントサイドの技術をまとめて使いやすくするた

めのフレームワークライブラリが多数公開されています．その中で特に有名なライブラリが jQueryです．jQueryを

利用するとブラウザの差異を吸収し現在の Web アプリケーションで要求される高度なイベント駆動型のアプリケ

ーションを作成することができるようになります．例えば jQueryのライブラリを利用すると 

 

図 4-1 jQueryのプラグインを利用したスプレッドシート 

 エクセルのようなスプレッドシートを簡単に実現することができたり、簡単にグラフを表示したりすることが出

来るようなります． 
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図 4-2 jQueryのライブラリを利用したグラフ表示 

5. HTML5とは 

 HTML5は新しいHTMLのバージョンです．現在のHTMLは 4.0.2というバージョンで 1999年 12月 24日にW3C

の勧告となったものです．HTML5は 2014年W3Cにより勧告予定で、実に約 15年ぶりのバージョンアップになり

ます．1999年からの 15年間、インターネットの商取引は、例えば BtoCであれば 1兆円から 15兆円以上に拡大し

ていますし、国内のインターネット普及率は 80％に迫っています．近年のスマートフォンの普及によりこれらの傾

向は加速するばかりです． 

 そのような中で HTML がバージョンアップし複雑になってきたクライアントサイドの技術が簡潔に書けるよう

になりました．また、今まで JavaScriptやライブラリを利用して行ってきたメールアドレスのチェックなどもHTML

単体で行うことができるようになりました． 

 さまざまな機能が追加された HTML5 ですが、ブラウザが解釈するためブラウザの対応により動作状況が異なっ

ていましたが 2014年のW3Cの勧告に向けてブラウザ制作会社の対応が急速に進み、実用レベルに近づいてきまし

た． 

6. 近い将来のフロントエンド・エンジニアリング 

 2014年のW3Cの勧告以降、HTML5はイノベーターのサイトから急速に普及するものと考えています．HTML5

を中心としたフロントエンド・エンジニアリングが確立した場合、データのインターフェースのみ定義することで

サーバーサイドとクラアントサイドの完全な分業が可能になります． 

 またHTML5では新規のタグが追加されたことで、構造を示すHTML、デザインを定義するCSS、動作を定義す

る JavaScript がそれぞれの役割がはっきりすることで、強力な開発ツールが登場するものと考えています．スマー

トフォンのOSである Firefox OSではHTML5のみでアプリケーションを作成することができるなど、今後 10年を

担う新しい技術の萌芽が様々な場所に生まれつつあります． 


